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一般質問 

常任委員会※1 

特別委員会※2 

議案審議 

議案審議、委員長報告、閉会 

木 

金 

土 

日 

月 

火 

水 

木 

金 

日　程 月　日 曜 区　　　分 会　　　議　　　内　　　容 

９月定例会の傍聴人は48人でした。 
あなたも議会の傍聴をしてみませんか？ 
傍聴は村政を知る良い機会です。 

定例会は、３月、６月、９月、12月の年４回開催されます。 
臨時会は必要に応じて開催されます。 

詳しくは議会事務局72－2111（内線411または412）へお尋ねください。 
 

12月定例会会期日程（案） 

※１ 総務教育常任委員会　10時00分～　農林水産常任委員会　13時30分～　建設常任委員会　15時30分～ 
※２ 原子燃料サイクル施設対策特別委員会　10時00分～　新むつ小川原開発対策特別委員会　13時30分～　 
※日程は、変更されることがあります。 

村民の声 

　橋本勲議員が６月定例会で「県内の大学に

原子力工学科の設置要望を村が行うべきでは

ないのか」と言う意見に大賛成である。 

　以前、県に対し同様の意見を投書したこと

があります。その案は、六ヶ所村に原子力を学

ぶ大学校を設立し、その場所は新むつ小川原

開発（株）が所有するB地区。そして、千歳平地

区の開発促進で建てた大きな家屋を持つ人が

下宿を行うこと。さらには、AとB地区を結ぶ谷

へ『日本一』の変な橋を築き各電力会社が行っ

ている教育がまとめてでき、しかも現物があ

る原子力施設は六ヶ所村だけである。 

　村長にも何回かお話しをしましたが、橋本

勲議員の要望はこれから、世界の六ヶ所にか

がやく未来と人口増加につながるものと望む

ものであります。 

六ヶ所村富ノ沢　　　　　　 

鎌　田　正　邦　　　　 
（青森県景観形成審議会委員） 

 

議会広報のレベルアップに 

村民の皆さんからお寄せいただいたご意見、 
ご要望などを紹介します。どしどしお寄せく 
ださい。お待ちしてます。 

私はこう考える 

研修へ参加の広報委員 

深沢氏の講義の様子 

　村議会広報委員は『議会だより』

の充実を図るため、去る、９月28

日に青森県町村議会議長会が主

催した議会広報研修会に参加し

ました。 

　当日は、全国議長会の広報研

修会講師や広報コンクールの審

査員を務めている深沢徹氏を招き、

議会広報・改革への提言と題し

講演会が行なわれたほか、県内町村議会で発行の広報クリニック

が行われました。 

　講演では、文章表現の仕方や住民に読まれやすい広報誌の作成

の仕方等について具体的に説明があり、議会広報の充実に大変役

立つ研修会でした。 

　クリニックでは、当村の『議会

だより』第13号（前号）を実際に

講師からみてもらい、大変厳し

い指摘を受けたところです。 

　今回の研修会での内容やクリ

ニックの結果を踏まえ、議会広

報の充実を図ってまいります。 

六ヶ所村 
ROKKASHO  VILLAGE 発行日／平成22年11月30日 

第14号 第14号 ろっかしょ 
議会だより 

沖縄県庁に基地対策に係る視察調査を実施（平成22年9月17日） 

発行／六ヶ所村議会 

編集／六ヶ所村議会広報委員会 

〒039-3212
青森県上北郡六ヶ所村大字尾駮字野附475 六ヶ所村ホームページ 

http://www.rokkasho.jp/TEL 0175-72-2111   FAX 0175-72-4127

　福祉充実予算どう生かされたか 

　原子燃料サイクル事業等推進に関する意見書を全会一致で可決 

　村の考えを問う6人の議員 

委員会レポート 

議員全員協議会 

議会広報のレベルアップに・村民の声 
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決 算 認 定

●○●○●○●○●○●○　平成 22 年 9月定例会 ●○●○●○●○●○●○

　本定例会は、9月 2日から 10日まで 9日間の会期で開催しました。
　村長から、財政状況等に関する報告 3件、決算認定 11件、補正予算案 10件、その他の議案が 5件、
議員からは『原子燃料サイクル事業等推進に関する意見書』1件が提出され、すべて全会一致で原案
どおり可決しました。
　また、6日に行われた一般質問には、6人の議員が登壇し村政全般について質問しました。

――― 『福祉充実予算』どう生かされたか ―――
一般会計支出総額   　　8特別会計・企業会計総額

　　　127 億円 　　　　183 億円 を認定

村税 
47.9％ 

国支出金 
19.0％ 

県支出金 
8.2％ 

繰入金 
10.8％ 

諸収入 
1.3％ 

借入金 
4.9％ 

その他 
7.9％ 

歳入合計 
12,980,589千円 

総務費 
21.7％ 

農林水産業費 
15.0％ 

土木費 
8.1％ 

教育費 
16.4％ 

商工費 
1.1％ 

民生費 
12.2％ 

衛生費 
4.8％ 

消防費 
4.6％ 

借入金返済 
3.6％ 

諸支出金 
11.3％ 

その他1.2％ 

歳出合計 
12,733,668千円 

21 年度決算

会　　計　　名 収　　　入 支　　　出 差　引　額

一般会計 129 億 8059 万円 127 億 3367 万円 2億 4692 万円

特
別
会
計

国保事業 13億 249 万円 12億 6954 万円 3295 万円

老人保健 1077 万円 25万円 1052 万円

後期高齢者医療 5649 万円 5618 万円 31万円

国保（尾駮診療所） 5億 8333 万円 5億 5003 万円 3330 万円

国保（千歳平診療所） 1億 203 万円 9193 万円 1010 万円

介護保険 8億 3539 万円 8億 3300 万円 239 万円

定住促進 2億 3043 万円 2億 3043 万円 0万円

土地区画整理 8億 4208 万円 8億 4124 万円 84万円

合　　計 169 億 4358 万円 166 億 625 万円 3億 3733 万円

会　　計　　名 収　　　入 支　　　出 差　引　額

水道事業
収益的※１ 2 億 5596 万円 2億 2981 万円 2615 万円

資本的※２ 9100 万円 1億 6777 万円 ※３▲ 7677 万円

農業集落
排水事業

収益的※１ 7807 万円 7369 万円 438 万円

資本的※２ 1773 万円 3907 万円 ※３▲ 2134 万円

下水道事業
収益的※１ 3 億 7725 万円 3億 6519 万円 1206 万円

資本的※２ 7 億 3076 万円 8億 3405 万円 ※３▲ 1億 329 万円

平成 21年度の残ったお金 : 3 億 3733 万円
このお金は、平成 22年度の特定の事業に 3717 万円、積み立てに 1億 8700 万円、残りは繰越する。

※ 1経営に伴い、発生が予想される収入と支出
※ 2将来に備えて行う建設改良等の支出とその財源となる収入
※ 3不足分は、積立金 ( 留保資金 ) などで補てん

平成 21年度一般会計歳入歳出構成図表



議会だより
六ヶ所村
ROKKASHO VILLAGE第14号⑶

議 案

◎
議
員
発
議

　

本
村
は
、
む
つ
小
川
原
開
発

を
選
択
し
て
以
来
、
大
き
く
変

貌
し
て
き
て
い
る
が
、
い
ま
だ
、

『
長
期
的
に
安
定
し
た
財
政
基

盤
の
構
築
』・『
恒
久
的
な
地
域

振
興
策
』・『
施
設
周
辺
の
イ
ン

フ
ラ
整
備
の
充
実
』
に
対
す
る

不
満
の
声
が
あ
る
こ
と
か
ら
、

橋
本
勲
議
員
が
、
国
及
び
県
に

対
し
て
『
原
子
燃
料
サ
イ
ク
ル

事
業
等
推
進
に
関
す
る
意
見

書
』
を
提
出
し
、
審
議
の
結
果

全
会
一
致
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

な
お
、
県
に
対
し
て
は
、

9
月
13
日
に
三
角
議
長
始
め

常
任
委
員
長
・
特
別
委
員
長

が
直
接
出
向
き
、
蝦
名
副
知

事
に
提
出
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
国
に
対
し
て
は
、

9
月
14
日
に
三
角
議
長
、
髙

田
副
議
長
が
森
本
経
済
産
業

省
原
子
力
立
地
・
核
燃
料
サ

イ
ク
ル
産
業
課
長
に
直
接
提

出
し
ま
し
た
。

【
県
に
対
す
る
要
望
事
項
】

1.
核
燃
料
物
質
等
取
扱
条
例

を
見
直
し
、
徴
収
し
た
金

額
の
一
部
を
当
村
に
配
分

す
る
こ
と
。

2.
国
道
３
３
８
号
は
、
大
型
車

両
の
対
面
通
行
に
支
障
を
き

た
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
新

規
バ
イ
パ
ス
等
の
整
備
も
含

め
、
障
害
箇
所
の
整
備
を
実

施
す
る
こ
と
。

3.
国
道
３
９
４
号
は
、
七
戸

十
和
田
駅
へ
の
ア
ク
セ
ス

道
と
し
て
、
急
カ
ー
ブ
の

解
消
や
拡
幅
な
ど
積
雪
寒

冷
地
域
に
配
慮
し
た
整
備

を
早
急
に
実
施
す
る
こ
と
。

4.
国
道
2
路
線
に
加
え
、
村

内
を
走
る
県
道
は
、
原
子

力
施
設
に
お
け
る
防
災
対

策
上
、
極
め
て
重
要
な
路

線
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
急

カ
ー
ブ
の
解
消
や
拡
幅
な

ど
積
雪
寒
冷
地
域
に
配
慮

し
た
整
備
を
早
急
に
実
施

す
る
こ
と
。

【
国
に
対
す
る
要
望
事
項
】

1.
原
子
燃
料
サ
イ
ク
ル
施
設

独
自
の
電
源
立
地
地
域
対

策
交
付
金
制

度
の
法
制
化

を
早
期
に
図

る
こ
と
。

　

特
に
、
長

期
発
展
対
策

交
付
金
に
つ

い
て
は
、
原

子
燃
料
サ
イ

ク
ル
施
設
の

重
要
性
を
鑑

み
、
特
段
の

配
慮
を
す
る

こ
と
。

2.
海
外
返
還
廃

棄
物
の
受
入
れ
に
際
し
、
新

た
な
交
付
金
制
度
を
設
け
る

と
と
も
に
、
同
受
入
れ
貯
蔵

施
設
に
は
、
電
源
立
地
促
進

対
策
交
付
金
の
対
象
と
す
る

こ
と
。

3.
Ｍ
Ｏ
Ｘ
燃
料
加
工
工
場
の

電
源
立
地
地
域
対
策
交
付

金(

長
期
発
展
対
策
相
当

部
分)

の
交
付
額
に
つ
い

て
は
、
立
地
村
に
十
分
配

慮
し
た
法
制
化
を
早
期
に

図
る
こ
と
。

4.
余
裕
深
度
処
分
に
関
す
る
電

源
立
地
地
域
対
策
交
付
金
制

度
に
つ
い
て
、
立
地
市
町
村

に
十
分
配
慮
し
た
法
制
化
を

早
期
に
図
る
こ
と
。

原
子
燃
料
サ
イ
ク
ル
事
業
等
推
進
に
関
す
る
意
見
書
を
全
会
一
致
で
可
決

橋本  勲 議員

森本課長に意見書を提出する三角議長

議会の要望に回答する森本課長と佐野室長

会計 補正前 補正額 補正後 主　な　内　容

一般会計 141 億 3269 万 2億 2563 万 143 億 5832 万

地域情報基盤運営事業費      　 1385 万
（仮称）総合医療福祉施設整備事業認定
等資料作成業務委託料　　　　 1125 万
介護基盤緊急整備補助金　1億 150 万円
畜産担い手育成総合整備事業負担金　　2575 万
各小学校工事請負費追加       1900 万円

国保（事業勘定） 12億 7432 万 622 万 12 億 8055 万 システム支援委託料　               269 万

老 人 保 健 40万 1011 万 1052 万円 一般会計繰出金　                   1003 万

国保（尾駮診） 5億 5782 万 1426 万 5億 7208 万 診療委託料　　                      1408 万

介護保険 8億 6085 万 854 万 8億 6940 万 介護給付費交付金返還金            792 万

土地区画整理 3億 5036 万 ▲ 33万 3億 5003 万 長期債利子償還金減額             ▲ 33 万

水
道

収益的支出 2億 4623 万 0 2 億 4623 万
消耗品費等　                       　　22 万
予備費減額　                      　▲ 22 万

資本的支出 2億 2837 万 850 万円 2億 3687 万 倉内地区配水管移設工事請負費      800 万円

下水道 収益的支出 4億 237 万 ▲ 294 万 3億 9942 万 長期債利子償還金減額           ▲ 294 万

補正予算の主なもの
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最
終
処
分
地
選
定

に
係
る
検
討
委
員

会
等
の
設
置
を

　

高
レ
ベ
ル
放
射
線
廃
棄
物

の
一
時
貯
蔵
期
間
は
30
年
か

ら
50
年
間
と
さ
れ
て
い
る

が
、
最
終
処
分
地
の
選
定
が

遅
れ
て
い
る
。
村
と
し
て
、

最
終
処
分
地
選
定
に
検
討
委

員
会
な
ど
を
設
け
て
取
り
組

む
べ
き
で
は
な
い
か
。

古
川
村
長

◎
最
終
処
分
地
の
選
定

は
、
事
業
主
体
で
あ
る
Ｎ

Ｕ
Ｍ
Ｏ
※
1

、
国
、
電
気
事

業
者
が
一
体
と
な
っ
て
取

り
組
む
こ
と
が
重
要

　

原
子
燃
料
サ
イ
ク
ル
事
業

の
重
要
性
を
国
民
に
理
解
し

て
い
た
だ
く
こ
と
と
、
放
射

性
廃
棄
物
最
終
処
分
場
の
早

期
選
定
に
向
け
努
力
し
て
い

た
だ
く
よ
う
、
国
に
対
し
て

要
請
し
て
ま
い
り
た
い
と
考

え
て
い
る
が
、
最
終
処
分
地

の
選
定
は
、
事
業
主
体
で
あ

る
Ｎ
Ｕ
Ｍ
Ｏ
は
も
と
よ
り
、

国
、
電
気
事
業
者
が
一
体
と

な
っ
て
取
り
組
む
こ
と
が
重

要
で
あ
る
。

　

検
討
委
員
会
等
の
設
置
に

つ
い
て
は
、
特
別
委
員
会
と

の
整
合
性
を
図
り
な
が
ら
、

慎
重
に
対
応
し
た
い
。

橋
本
議
員

　

高
レ
ベ
ル
放
射
性
廃
棄
物

の
最
終
処
分
地
の
問
題
を
オ

ー
プ
ン
に
し
て
、
最
終
処
分

地
と
い
う
の
は
こ
う
い
う
も

の
だ
と
い
う
こ
と
を
お
互
い

が
気
軽
に
話
せ
る
よ
う
な
状

況
を
つ
く
る
こ
と
が
、
我
が

村
に
と
っ
て
は
大
変
大
切
な

こ
と
だ
思
う
。
本
村
に
貯
蔵

さ
れ
て
い
る
廃
棄
物
は
30
年

か
ら
50
年
と
い
う
こ
と
で
、

そ
う
遠
く
な
い
時
期
に
タ
イ

ム
リ
ミ
ッ
ト
を
迎
え
る
と
思

う
が
、
今
の
国
や
電
気
事
業

連
合
会
の
取
り
組
む
姿
勢
を

見
て
い
れ
ば
、
必
ず
約
束
を

守
っ
て
く
れ
る
と
信
頼
し
て

い
る
が
…
。

※
1　

Ｎ
Ｕ
Ｍ
Ｏ
と
は
、「
特
定
放

射
性
廃
棄
物
の
最
終
処
分
に
関
す

る
法
律
」
に
基
づ
き
、
処
分
事
業

の
実
施
主
体
と
し
て
指
定
さ
れ
て

い
る
「
原
子
力
発
電
環
境
整
備
機

構
」
の
こ
と
。

橋
本
議
員

海
外
返
還
廃
棄
物

の
受
け
入
れ
に
伴

う
振
興
対
策
を
ど

う
考
え
る
か

　

海
外
返
還
廃
棄
物
の
受
け

入
れ
に
伴
っ
て
、
農
林
水
産

対
策
、
福
祉
対
策
、
教
育
や

新
し
い
研
究
開
発
対
策
、
国

道
３
３
８
号
と
３
９
４
号
の

早
期
整
備
促
進
な
ど
振
興
対

策
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
な
考

え
を
持
っ
て
い
る
の
か
。

古
川
村
長

◎
具
体
的
な
地
域
振
興
対

策
を
と
り
ま
と
め
た
上
、

国
、
県
及
び
事
業
者
と
協

議
・
調
整
し
た
い

　

農
林
水
産
業
、
福
祉
、
教

育
や
新
し
い
研
究
開
発
対
策

に
つ
い
て
の
基
本
的
考
え
方

と
し
て
は
、
第
3
次
六
ヶ
所

村
総
合
振
興
計
画
に
沿
っ
た

村
づ
く
り
を
基
本
と
し
、
議

員
の
皆
様
の
意
見
を
聞
き
な

が
ら
、
本
村
の
発
展
に
つ
な

が
る
よ
う
総
合
的
に
取
り
組

み
た
い
。

　

国
道
３
３
８
号
及
び
３
９
４

号
の
整
備
促
進
に
つ
い
て
は
、

県
か
ら
国
に
強
く
働
き
か
け

て
ほ
し
い
旨
を
要
望
し
て
い

る
。

　

い
ず
れ
に
し
て
も
、
海
外

返
還
廃
棄
物
の
受
け
入
れ
に

伴
う
地
域
振
興
対
策
に
つ
い

て
は
、
国
か
ら
の
三
法
交
付

金
や
事
業
者
の
協
力
が
必
要

不
可
欠
で
あ
り
、
今
後
具
体

的
な
地
域
振
興
対
策
を
と
り

ま
と
め
た
上
、
国
、
県
及
び

事
業
者
と
協
議
・
調
整
し
た

い
。

⑷

村
の
考
え
を
問
う
六
人
の
議
員
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尾
駮
レ
イ
ク
タ
ウ

ン
北
地
区
の
定
住

推
進
と
あ
わ
せ
墓

地
公
園
の
計
画
は

あ
る
か

　

尾
駮
レ
イ
ク
タ
ウ
ン
北
地

区
に
家
を
建
設
し
た
人
た
ち

に
と
っ
て
、
六
ヶ
所
村
を
自

分
の
ふ
る
さ
と
と
し
て
、
将

来
に
わ
た
っ
て
愛
着
を
持
て

る
よ
う
に
す
る
に
は
、
い
つ

か
は
迎
え
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
永
遠
の
安
ら
ぎ
の
場
、
墓

地
が
必
要
で
は
な
い
か
。
緑

に
囲
ま
れ
た
環
境
の
よ
い
墓

地
公
園
の
整
備
が
早
急
に
必

要
と
思
う
が
、
村
長
の
考
え

は
ど
う
か
。

古
川
村
長

◎
計
画
は
な
い
が
、
将
来
的

に
は
必
要
不
可
欠
で
あ
る

　

定
住
促
進
の
た
め
の
墓
地

公
園
は
、
現
段
階
で
は
計
画

は
な
い
が
、
尾
駮
レ
イ
ク
タ

ウ
ン
北
地
区
な
ど
、
定
住
を

推
進
し
て
い
る
地
区
に
は
、

将
来
的
に
共
同
墓
地
の
整
備

は
必
要
不
可
欠
と
思
っ
て
い

る
。

　

し
か
し
、
墓
地
需
要
、
墓

所
形
式
、
景
観
、
官
民
の
役

割
分
担
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
問

題
が
あ
り
、
こ
れ
ら
の
課
題

を
解
決
で
き
れ
ば
、
住
民
の

利
便
性
な
ど
を
配
慮
し
つ

つ
、
公
園
と
の
併
設
を
念
頭

に
置
い
て
、
今
後
検
討
し
た

い
。

髙
橋
議
員

　

墓
地
公
園
は
あ
る
程
度
余

裕
の
あ
る
敷
地
に
建
て
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
し
、
尾
駮
レ

イ
ク
タ
ウ
ン
北
地
区
に
墓
地

公
園
を
つ
く
る
こ
と
は
到
底

無
理
で
あ
る
。
あ
る
程
度
離

れ
た
と
こ
ろ
に
、
い
つ
で
も

行
け
る
憩
い
の
場
所
と
い
う

意
味
も
含
め
て
土
地
の
確
保

が
先
決
で
あ
る
。
早
目
に
考

え
方
を
明
確
に
し
て
対
応
す

る
必
要
が
あ
る
。

髙
橋
議
員

村
指
定
ご
み
袋
へ

の
助
成
を
検
討
す

べ
き
で
は
な
い

か
　

す
べ
て
の
家
庭
で
使
う
ご

み
袋
の
使
用
は
、
年
々
増
え

る
一
方
で
、
ご
み
処
理
は
深

刻
な
問
題
も
抱
え
て
い
る
。

そ
の
問
題
解
決
と
住
民
一
人

一
人
の
経
費
削
減
の
一
助
と

し
て
、
村
指
定
の
ご
み
袋
へ

の
助
成
は
大
変
期
待
さ
れ
る

事
業
だ
と
確
信
す
る
が
、
早

期
に
検
討
す
る
考
え
は
な
い

か
。

古
川
村
長

◎
販
売
価
格
を
据
え
置
き

対
応
し
て
い
る
が
、
負
担

軽
減
の
必
要
性
に
つ
い
て

検
討
し
た
い

　

平
成
10
年
度
か
ら
北
部
上

北
広
域
事
務
組
合
構
成
町
村

の
野
辺
地
町
、
横
浜
町
と
と

も
に
、ご
み
排
出
量
の
抑
制
、

減
量
化
の
促
進
及
び
収
集
経

費
の
軽
減
化
な
ど
を
考
慮

し
、
ご
み
収
集
手
数
料
と
し

て
ご
み
袋
の
販
売
価
格
に
含

め
、
有
料
化
を
ス
タ
ー
ト
し

た
。
現
在
、
野
辺
地
町
と
横

浜
町
は
処
理
経
費
の
軽
減
を

図
る
た
め
、
1
枚
当
た
り
税

抜
き
20
円
を
30
円
と
し
、
10

円
値
上
げ
を
し
て
い
る
が
、

村
は
、
当
初
の
販
売
価
格
を

据
え
置
い
て
対
応
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
廃
棄
物

処
理
経
費
全
般
に
つ
い
て
、

負
担
軽
減
が
必
要
か
ど
う
か

検
討
し
た
い
。

髙
橋
議
員

　

現
状
の
ま
ま
で
よ
い
と
い

う
答
弁
に
聞
こ
え
る
が
、
村

の
対
策
と
し
て
、
村
民
個
々

が
六
ヶ
所
村
に
住
ん
で
よ
か

っ
た
と
思
わ
れ
る
よ
う
な
対

策
の
一
つ
と
し
て
、
個
々
が

平
等
に
受
け
る
恩
恵
と
い
う

こ
と
で
村
指
定
ご
み
袋
を
例

に
挙
げ
た
が
、
村
と
し
て
そ

の
よ
う
な
対
策
を
検
討
し
て

い
る
か
。

古
川
村
長

　

村
民
一
人
一
人
が
実
感

で
き
る
よ
う
な
、
幸
せ
に

つ
な
が
る
よ
う
な
部
分
を

大
い
に
工
夫
し
た
い
。

髙
橋
議
員

粗
大
ご
み
の
管
理

方
法
を
早
急
に
検

討
す
べ
き
で
は
な

い
か

　

大
型
粗
大
ご
み
は
、
住
民

の
利
便
性
を
考
え
各
地
域
に

集
積
所
を
設
け
て
い
る
が
、

分
別
の
徹
底
が
な
さ
れ
て
い

な
い
状
況
で
、
不
法
投
棄
の

無
法
地
帯
と
な
っ
て
い
る
。

　

集
積
所
を
管
理
す
る
町
内

会
等
で
は
ど
う
に
も
な
ら
な

い
状
況
で
、
村
と
し
て
も
理

解
し
て
い
る
と
思
う
が
、
そ

の
対
策
に
つ
い
て
ど
の
よ
う

な
考
え
を
持
っ
て
い
る
の

か
。

古
川
村
長

◎
村
民
へ
の
周
知
徹
底
を

し
て
い
き
た
い

　

粗
大
ご
み
の
収
集
は
、
周

辺
市
町
村
で
は
、
自
治
体
で

収
集
せ
ず
、
リ
サ
イ
ク
ル
場

へ
の
自
己
搬
入
や
個
人
が
業

者
に
委
託
す
る
業
者
依
頼
な

ど
で
対
応
し
て
い
る
が
、
本

村
は
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
一
環

と
し
て
冬
季
間
を
除
き
、
月

1
回
収
集
し
て
い
る
。

　

今
後
も
村
民
へ
の
周
知
や

広
報
活
動
を
徹
底
す
る
と
と

も
、
各
地
区
の
意
見
集
約
を

し
た
上
で
、
町
内
会
等
と
協

議
し
、
協
力
を
得
な
が
ら
管

理
の
方
法
等
を
検
討
し
て
ま

い
り
た
い
。

髙
橋
議
員

　

散
乱
し
て
い
る
粗
大
ご
み

は
、
地
域
外
の
方
が
夜
中
に

捨
て
た
り
、
朝
早
く
通
勤
途

中
に
捨
て
て
い
る
の
が
現
実

に
あ
る
。難
し
い
と
思
う
が
、

そ
の
辺
の
管
理
監
督
も
含
め

今
後
の
対
策
を
講
ず
る
べ
き

で
あ
る
。

⑸
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温
浴
施
設
を
利
用

者
の
利
便
性
に
則

し
た
運
用
が
で
き

な
い
か

　

村
内
に
温
浴
施
設
が
幾
つ

か
あ
る
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
休

館
日
を
見
る
と
、
年
末
年
始

に
加
え
、
月
曜
日
が
休
館
に

な
っ
て
い
る
施
設
が
多
い
。

　

年
末
年
始
は
、
帰
省
し
た

家
族
と
一
緒
に
温
泉
で
ゆ
っ

く
り
休
む
こ
と
も
で
き
な

い
。

　

そ
こ
で
、
各
施
設
の
休
館

日
を
調
整
し
、
休
み
が
重
複

し
な
い
よ
う
に
し
て
、
利
用

者
の
利
便
性
を
向
上
さ
せ
る

こ
と
が
で
き
な
い
か
。

古
川
村
長

◎
人
員
不
足
等
の
課
題
解

決
に
取
り
組
み
、
検
討
し

た
い

　

休
館
日
の
設
定
、
年
末
年

始
の
営
業
に
つ
い
て
は
、
昨

年
度
ま
で
協
議
を
重
ね
て
き

た
が
、
指
定
管
理
委
託
し
て

い
る
社
会
福
祉
協
議
会
及
び

泊
地
区
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

は
、
職
員
数
な
ど
の
課
題
が

多
い
現
状
と
な
っ
て
い
る
た

め
、
こ
の
よ
う
な
課
題
を
解

消
す
べ
く
、
対
応
策
を
協
議

し
、
年
末
年
始
の
運
営
が
可

能
か
ど
う
か
検
討
し
、
改
善

に
努
め
た
い
。

岡
山
議
員

　

同
じ
予
算
の
範
囲
で
も
、

職
員
の
休
み
を
交
換
す
る
と

か
工
夫
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
で
き
る
は
ず
で
あ
る
。

方
法
を
検
討
し
て
村
民
の
利

便
性
、
健
康
増
進
に
つ
な
げ

る
べ
き
で
あ
る
。

岡
山
議
員

現
在
貯
蔵
管
理
さ

れ
て
い
る
ガ
ラ
ス

固
化
体
を
定
期
的

に
取
り
出
し
検
査

す
べ
き
と
思
う
が

ど
う
か

　

ガ
ラ
ス
固
化
体
の
貯
蔵
期

間
は
、
30
年
か
ら
50
年
と
い

う
長
期
間
に
わ
た
る
た
め
、

保
安
規
定
に
基
づ
く
報
告
だ

け
で
な
く
、
5
年
、
ま
た
は

10
年
と
い
っ
た
ス
パ
ン
で
廃

棄
物
が
ど
の
よ
う
に
変
化
し

て
い
る
の
か
、
検
査
・
確
認

す
る
こ
と
が
よ
り
一
層
村
民

の
信
頼
感
が
生
ま
れ
る
と
考

え
る
が
ど
う
か
。

古
川
村
長

◎
現
時
点
で
は
、
必
要
な

い
と
考
え
る

　

貯
蔵
管
理
中
の
ガ
ラ
ス
固

化
体
は
、
事
業
者
の
保
安
規

定
に
基
づ
き
、
適
切
に
冷
却

さ
れ
て
い
る
か
を
確
認
さ
れ

て
い
る
と
こ
ろ
で
、
国
に
お

い
て
は
こ
れ
ら
が
適
切
に
行

わ
れ
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て

保
安
検
査
等
を
通
じ
て
確
認

し
て
い
る
。

　

ご
指
摘
の
内
容
に
つ
い
て

国
に
確
認
し
た
と
こ
ろ
、
熱

が
適
切
に
除
去
さ
れ
て
い
る

こ
と
を
保
安
検
査
等
で
確
認

し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
定
期

的
に
ガ
ラ
ス
固
化
体
を
取
り

出
し
て
確
認
す
る
こ
と
は
必

要
な
い
と
の
回
答
で
あ
っ

た
。

　

従
っ
て
、
国
が
一
元
的
に

安
全
規
制
を
行
い
、
そ
の
安

全
性
は
十
分
確
保
さ
れ
て
い

る
と
認
識
し
て
い
る
た
め
、

新
た
な
検
査
等
に
つ
い
て

は
、
現
在
の
と
こ
ろ
必
要
な

い
と
考
え
る
が
、
今
後
、
議

会
や
村
民
の
意
向
も
十
分
踏

ま
え
た
上
で
、
対
応
し
て
ま

い
り
た
い
。

岡
山
議
員

村
道
新
納
屋
3
号

線
の
交
差
点
の
改

善
が
で
き
な
い
か

　

交
通
量
や
運
転
の
し
や
す

さ
を
考
慮
す
る
と
、
新
納
屋

3
号
線
を
直
接
国
道
３
３
８

号
へ
接
続
さ
せ
、
市
柳
総
合

公
園
側
か
ら
の
進
入
を
一
時

停
止
に
し
、
新
納
屋
3
号
線

へ
接
続
さ
せ
る
よ
う
に
し
た

方
が
ス
ム
ー
ズ
に
通
行
で
き

る
の
で
は
と
考
え
る
が
ど
う

か
。

古
川
村
長

　

尾
駮
交
番
に
確
認
し
た
と
こ

ろ
、
ご
指
摘
の
内
容
は
理
解
で

き
る
も
の
の
、
近
年
こ
の
Ｔ
字

路
に
お
け
る
交
通
事
故
や
渋
滞

の
発
生
は
確
認
さ
れ
て
い
な
い

の
で
、
交
通
安
全
対
策
上
は
、

道
路
改
良
の
緊
急
性
は
高
く
な

い
と
思
わ
れ
る
。

　

村
と
し
て
は
、
村
道
整
備

に
あ
た
っ
て
は
、
地
形
及
び

道
路
線
形
を
考
慮
し
、
交
通

の
安
全
に
配
慮
し
た
計
画
を

進
め
て
き
た
と
こ
ろ
で
、
県

や
公
安
委
員
会
等
の
関
係
機

関
と
協
議
し
な
が
ら
、
基
礎

調
査
を
行
い
、検
討
し
た
い
。

⑹
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Ｂ
住
区
の
土
地
利

用
計
画
を
示
せ

　

昨
年
の
12
月
議
会
で
、
村

長
は
「
地
域
住
民
の
開
発
に

対
す
る
願
い
、
強
い
思
い
と

い
う
の
は
十
分
承
知
し
て
い

る
。
こ
れ
か
ら
も
ビ
ジ
ョ
ン

等
を
持
っ
て
、
近
未
来
開
発

に
は
夢
と
希
望
を
つ
な
げ
た

い
。
そ
の
た
め
に
は
、
議
論

す
る
機
会
を
つ
く
っ
て
対
応

し
た
い
」
と
答
弁
を
し
て
い

る
。　

　

そ
こ
で
、
こ
れ
ま
で
関
係

機
関
と
調
整
し
た
実
績
等
も

踏
ま
え
、
今
後
の
方
針
を
示

せ
。

古
川
村
長

◎
用
途
制
限
を
緩
和
し
、

関
係
機
関
に
働
き
か
け
る

　

平
成
19
年
5
月
策
定
の
新

む
つ
小
川
原
開
発
基
本
計
画

に
お
け
る
Ｂ
住
区
の
土
地
利

用
計
画
で
は
、
来
訪
者
を
対

象
と
し
た
歓
迎
機
能
や
生

活
・
福
祉
等
の
分
野
で
魅
力

と
ゆ
と
り
を
創
造
す
る
機
能

な
ど
、
む
つ
小
川
原
開
発
地

区
に
お
け
る
開
発
の
進
展
と

時
代
の
要
請
に
こ
た
え
得
る

機
能
の
導
入
展
開
を
図
る
と

さ
れ
て
お
り
、
村
は
こ
れ
を

受
け
、用
途
制
限
を
緩
和
し
、

店
舗
、
事
務
所
、
ホ
テ
ル
、

娯
楽
施
設
、
軽
工
業
の
工
場

な
ど
が
建
築
で
き
る
よ
う
、

用
途
地
域
を
準
工
業
地
域
に

変
更
し
た
。

　

ま
た
、
県
か
ら
Ｂ
住
区
の

中
を
通
る
都
市
計
画
道
路
の

廃
止
案
が
示
さ
れ
た
が
、
廃

止
し
な
い
よ
う
強
く
要
望

し
、
現
状
の
計
画
が
残
っ
て

い
る
。

　

今
後
と
も
、
関
係
機
関
に

対
し
積
極
的
に
働
き
か
け

て
、
土
地
利
用
が
進
む
よ
う

取
り
組
み
た
い
。

鳥
谷
部　

議
員

　

「
生
ま
れ
育
っ
た
ふ
る
さ

と
へ
の
恩
返
し
を
す
る
」
た

め
に
も
、
計
画
実
現
に
向
け

て
、
関
係
機
関
と
協
議
、
検

討
を
し
て
、
1
日
も
早
く
実

現
す
べ
き
で
あ
る
。

鳥
谷
部
議
員

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

の
国
際
交
流
が
偏

り
す
ぎ
で
は
な
い

か
　　

サ
ッ
カ
ー
ス
ポ
ー
ツ
少
年

団
が
、
韓
国
ヤ
ン
ヤ
ン
郡
の

子
供
た
ち
と
サ
ッ
カ
ー
を
通

じ
て
、
互
い
に
訪
問
し
、
交

流
を
し
て
い
る
が
、
こ
の
件

に
つ
い
て
以
下
の
こ
と
を
伺

い
た
い
。

1.
実
施
に
至
っ
た
経
緯
と
目

的
及
び
実
績

2.
い
つ
ま
で
継
続
す
る
の
か

3.
事
業
に
要
す
る
経
費
、
参

加
規
模
、
参
加
資
格

4.
サ
ッ
カ
ー
に
限
定
さ
れ
た

事
業
だ
け
に
公
正
・
公
平

の
観
点
か
ら
問
題
が
あ
る

の
で
は
な
い
か

5.
国
際
交
流
が
で
き
る
子
供

と
機
会
が
全
く
な
い
子
供

た
ち
が
あ
り
、
義
務
教
育

上
の
観
点
か
ら
バ
ラ
ン
ス

が
崩
れ
て
い
る
と
思
う
が

ど
う
か
。

古
川
村
長

　

韓
国
ヤ
ン
ヤ
ン
郡
と
は
、

平
成
10
年
に
「
21
世
紀
の
よ

き
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
相
互

理
解
と
親
善
を
深
め
、
両
自

治
体
の
共
同
発
展
を
図
る
」

こ
と
を
目
的
に
、
同
郡
を
公

式
訪
問
し
た
こ
と
が
き
っ
か

け
で
、
そ
の
後
、
訪
問
を
重

ね
て
い
く
中
、
次
世
代
を
担

う
国
際
性
豊
か
な
人
材
育
成

が
不
可
欠
と
い
う
観
点
か

ら
、
平
成
16
年
度
か
ら
「
小

学
生
サ
ッ
カ
ー
交
流
事
業
」

を
実
施
し
て
い
る
。

　

こ
れ
ま
で
、
本
村
か
ら
は

4
回
の
62
人
を
派
遣
し
、
ヤ

ン
ヤ
ン
郡
か
ら
の
受
入
は
、

3
回
の
48
人
と
な
っ
て
お

り
、
参
加
者
か
ら
は
3
万
円

を
負
担
し
て
い
た
だ
き
、
残

り
は
国
際
交
流
事
業
費
で
対

応
し
て
い
る
。

　

ス
ポ
ー
ツ
交
流
を
始
め
る

に
あ
た
り
、
両
自
治
体
で
協

議
し
た
結
果
、
サ
ッ
カ
ー
が

共
通
の
競
技
種
目
で
あ
り
、

野
球
や
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
な
ど

に
つ
い
て
も
模
索
し
た
が
、

ヤ
ン
ヤ
ン
郡
で
は
無
理
と
の

こ
と
で
あ
っ
た
の
で
、今
後
、

体
制
が
整
っ
た
折
に
は
、
他

の
種
目
で
の
交
流
も
積
極
的

に
実
施
し
た
い
。

　

な
お
、
こ
の
交
流
は
、
今

後
も
継
続
し
て
事
業
を
行
う

こ
と
が
有
意
義
か
つ
重
要
な

こ
と
と
認
識
し
て
い
る
。

　

最
後
に
、
本
村
の
ス
ポ
ー

ツ
少
年
団
は
、
少
子
化
や
ス

ポ
ー
ツ
離
れ
な
ど
を
理
由

に
、
各
競
技
に
お
い
て
減
少

傾
向
が
顕
著
に
現
れ
て
い
る

が
、
各
地
域
で
従
来
か
ら
の

得
意
の
種
目
が
継
続
し
て
活

動
が
行
わ
れ
て
い
る
。ま
た
、

活
動
拠
点
は
、
学
校
で
は
な

く
地
域
社
会
に
あ
り
、
村
と

し
て
も
、
各
地
域
に
お
け
る

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
の
育
成
を

支
援
し
て
ま
い
り
た
い
。

鳥
谷
部　

議
員

村
の
経
費
は
い
く
ら
か
か
っ

て
い
る
の
か
。

田
中
国
際
交
流
課
長

　

一
人
当
た
り
約
12
万
で
、

全
体
で
２
９
７
万
円
で
あ
る
。

⑺



木
村
常
紀 

議
員

木
村
常
紀

議
員

登　

壇

11 月に一般公開された「スマート・グリッド住宅」

来春開校予定の尾駮小学校

記者会見で受入れ表明する古川村長

一般住宅向け分譲地の状況

一 般 質 問

議会だより
六ヶ所村
ROKKASHO VILLAGE 第14号

海
外
返
還
廃
棄
物

の
受
け
入
れ
表
明

は
、
時
期
尚
早
で

は
な
か
っ
た
か

　

海
外
返
還
廃
棄
物
受
け
入

れ
は
、
１
９
８
５
年
の
立
地

基
本
協
定
に
含
ま
れ
て
い
る

の
か
。
ま
た
、
受
け
入
れ
要

請
か
ら
5
か
月
と
い
う
短
い

検
討
期
間
で
の
受
け
入
れ
表

明
に
つ
い
て
、
村
長
の
見
解

を
示
せ
。

古
川
村
長

◎
受
け
入
れ
の
判
断
を
す

る
環
境
が
整
っ
た

　

本
年
3
月
に
受
け
入
れ
要

請
を
受
け
た
際
、「
立
地
協

力
要
請
時
に
お
い
て
、
包
括

的
に
含
ま
れ
て
い
る
も
の
と

思
う
が
、
イ
ギ
リ
ス
か
ら
の

単
一
返
還
に
つ
い
て
は
、
立

地
協
力
要
請
後
の
こ
と
で
あ

り
、
村
の
課
題
を
整
理
検
討

し
、
慎
重
に
対
処
す
る
」
旨

答
え
た
。

　

昭
和
60
年
の
立
地
基
本
協

定
書
の
「
原
子
燃
料
サ
イ
ク

ル
施
設
の
概
要
」
に
よ
る

と
、「
再
処
理
に
伴
う
返
還

物
の
受
け
入
れ
及
び
貯
蔵
を

行
う
」
と
さ
れ
て
い
る
こ
と

か
ら
、
今
回
返
還
さ
れ
る
廃

棄
物
は
す
べ
て
含
ま
れ
て
い

る
と
理
解
し
て
い
る
。

　

受
け
入
れ
に
当
た
っ
て

は
、
安
全
確
保
を
前
提
に
、

我
が
国
の
国
際
的
信
用
問
題

等
を
考
慮
し
つ
つ
、
地
域
振

興
が
図
ら
れ
る
こ
と
、
議
会

も
含
め
意
見
集
約
が
で
き
る

こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
の
認

識
の
も
と
で
、
受
け
入
れ
の

判
断
を
す
る
環
境
が
整
っ
た

も
の
と
理
解
し
表
明
し
た
。

木
村
議
員

　

受
け
入
れ
に
あ
た
っ

て
は
、
地
域
振
興
が
最

も
重
要
で
あ
る
。
村
か

ら
、こ
れ
だ
け
の
地
域
振
興
、

地
場
産
業
育
成
の
た
め
に
努

力
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
を

示
し
て
、
実
行
し
て
い
か
な

い
と
効
果
が
な
い
の
で
は
な

い
か
。

木
村
議
員

定
住
促
進
の
た
め

の
施
策
と
そ
の
対

応
は

　

村
内
に
定
住
を
促
進
す
る

た
め
、
ど
の
よ
う
な
施
策
と

対
応
を
さ
れ
て
き
た
の
か
。

古
川
村
長

◎
全
力
で
取
り
組
み
た
い

　

定
住
促
進
に
向
け
た
新
た

な
都
市
づ
く
り
と
し
て
、
尾

駮
レ
イ
ク
タ
ウ
ン
北
側
市
街

化
整
備
事
業
に
取
り
組
み
、

供
用
開
始
し
て
い
る
国
際
教

育
研
修
セ
ン
タ
ー
に
加
え

て
、
尾
駮
小
学
校
が
完
成
す

る
こ
と
に
よ
り
、
市
街
地
の

形
成
へ
弾
み
が
つ
く
も
の
と

考
え
て
お
り
、
今
後
と
も
土

地
購
入
者
へ
の
助
成
金
事
業

を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
分

譲
販
売
に
全
力
で
取
り
組
み

た
い
。

木
村
議
員

　

村
の
定
住
促
進
は
、
日
本

原
燃
㈱
を
は
じ
め
、
関
連
会

社
の
協
力
が
不
可
欠
と
考
え

る
の
で
、
村
の
ト
ッ
プ
と
し

て
、
各
企
業
に
直
接
出
向
き

販
売
促
進
に
努
め
る
べ
き
で

あ
る
。

⑻



鳥
山
義
隆 

議
員

鳥
山
義
隆

議
員

登　

壇

餌を求めるカラスの群れ

規格外の長芋が原料となる六趣

一 般 質 問

議会だより
六ヶ所村
ROKKASHO VILLAGE第14号

カ
ラ
ス
の
勝
手
、

ど
う
対
応
す
る
の

か
　

千
歳
平
地
区
の
カ
ラ
ス
の

大
群
に
遭
遇
す
る
た
び
に
、

環
境
変
化
の
影
響
で
は
な
い

か
と
考
え
さ
せ
ら
れ
る
。
ど

こ
か
ら
集
ま
る
か
は
「
カ
ラ

ス
の
勝
手
」
で
は
あ
る
が
、

今
の
と
こ
ろ
人
的
被
害
は
聞

か
な
い
も
の
の
、
ご
み
の
散

乱
や
ふ
ん
被
害
な
ど
、
村
内

各
地
域
で
こ
の
よ
う
な
事
例

は
少
な
く
な
い
と
聞
い
て
い

る
。
そ
こ
で
、
カ
ラ
ス
の
住

み
着
く
環
境
調
査
を
含
め
、

村
内
に
お
け
る
被
害
の
実
態

と
防
止
・
駆
除
対
策
に
つ
い

て
、ど
の
よ
う
に
考
え
る
か
。

古
川
村
長

　

昨
年
度
ま
で
の
被
害
状
況

と
し
て
、牛
舎
内
へ
侵
入
し
、

牛
へ
危
害
を
加
え
る
、
飼
料

ケ
ー
ス
か
ら
の
盗
み
食
い
や

電
線
下
・
牛
舎
周
辺
等
へ
の

ふ
ん
の
排
せ
つ
等
の
被
害
が

あ
り
、
今
年
は
西
地
区
で
農

作
物
へ
の
食
害
も
出
て
い

る
。

　

苦
情
等
を
受
け
た
場
合

は
、
そ
の
都
度
、
村
猟
友
会

に
捕
獲
及
び
銃
器
に
よ
る
威

嚇
、
駆
除
を
依
頼
し
、
早
急

に
対
応
を
し
て
い
る
が
、
処

分
数
も
少
な
く
、
実
効
的
な

問
題
解
決
に
至
っ
て
い
な

い
。

　

今
後
と
も
、
関
係
機
関
と

情
報
交
換
し
な
が
ら
、
防
止

策
を
協
議
し
、
対
応
を
工
夫

し
た
い
。

鳥
山
議
員

　

現
場
に
足
を
運
び
、
状
況

の
把
握
に
努
め
、
猟
友
会
に

だ
け
頼
る
の
で
は
な
く
、
も

っ
と
駆
除
に
対
し
て
工
夫
を

し
て
対
応
す
べ
き
で
あ
る
。

鳥
山
議
員

村
の
産
業
振
興
ど

う
考
え
る
か

　

地
球
環
境
の
変
化
に
も
左

右
さ
れ
ず
、
路
地
栽
培
の
安

定
収
穫
と
安
定
経
営
に
つ
な

が
る
施
策
が
必
要
か
と
思

う
。

　

野
菜
工
場
で
収
穫
し
、
加

工
施
設
で
野
菜
を
加
工
し
、

学
校
給
食
や
病
院
福
祉
施
設

な
ど
へ
供
給
し
、
村
内
で
の

野
菜
消
費
自
給
率
ア
ッ
プ
と

野
菜
残
渣
軽
減
を
実
施
で
き

る
施
設
建
設
に
よ
り
、
雇
用

創
出
の
確
保
を
図
る
こ
と

が
、
村
の
産
業
振
興
に
つ
な

が
る
と
思
う
が
ど
う
か
。

古
川
村
長

◎
ま
ず
は
、
多
く
の
課
題

解
決
が
第
一

　

ゆ
う
き
青
森
農
業
協
同
組

合
に
出
荷
さ
れ
た
村
内
産
の

規
格
外
品
の
長
い
も
は
、「
六

趣
」
の
原
料
と
し
て
有
効
利

用
さ
れ
て
い
る
ほ
か
、
今
年

度
か
ら
漬
物
加
工
等
に
よ
る

販
売
が
行
わ
れ
て
い
る
。

　

そ
の
他
の
野
菜
に
つ
い
て

も
、
施
設
の
整
備
に
よ
り
、

皮
む
き
、
カ
ッ
テ
ィ
ン
グ
加

工
な
ど
の
一
次
加
工
品
や
、

こ
れ
を
活
用
し
て
新
た
な
商

品
に
す
る
食
品
加
工
等
様
々

な
形
態
が
考
え
ら
れ
、
地
場

産
品
の
有
効
活
用
が
図
ら
れ

る
こ
と
で
、
自
給
率
向
上
や

野
菜
残
渣
処
理
の
課
題
解
消

に
つ
な
が
る
も
の
と
期
待
し

て
い
る
。

　

加
工
施
設
の
建
設
に
向
け

て
は
、
食
の
安
全
性
及
び
採

算
性
が
求
め
ら
れ
る
こ
と
か

ら
、
原
料
の
安
定
確
保
、
加

工
品
目
の
選
択
、
生
産
者
の

組
織
体
制
、
商
品
の
販
売
対

策
な
ど
、
多
く
の
課
題
も
あ

る
こ
と
か
ら
、
関
係
団
体
と

情
報
の
共
有
に
努
め
、
さ
ま

ざ
ま
な
視
点
か
ら
調
査
研
究

を
重
ね
る
こ
と
が
必
要
で
あ

り
、
課
題
解
決
の
見
通
し
が

つ
い
た
時
点
で
検
討
し
た

い
。

鳥
山
議
員

　

第
一
産
業
の
活
性
化
の
た

め
に
、
安
定
経
営
に
資
す
る

た
め
の
施
策
を
も
っ
と
議
論

し
て
講
じ
て
い
く
べ
き
で
あ

る
。
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議会だより
六ヶ所村
ROKKASHO VILLAGE 第14号 ⑽

委員会レポート
総務教育常任委員会及び農林水産常任委員会の活動状況をお知らせします。

委 員 会

総務教育常任委員会
●『克雪ドーム (屋内グラウンド )等の

建設に関する陳情書』を継続審議

　去る 9月 7日に、委員会を開催し、村議会に提

出された『克雪ドーム ( 屋内グラウンド ) 等の建設

に関する陳情書』について慎重審議しました。

　審議においては、施設の必要性は理解できるも

のの、膨大な建設費に加え、施設使用料を考慮し

ても、維持管理に多額の費用を要することから、

県内の類似施設等の調査を実施し、慎重に判断す

べきであるとの結論に達し、継続審議といたしま

した。

　当委員会においては、今後、他町村で建設運営

している類似施設を調査した上で、結論を出すこ

ととしています。

●松本防衛大臣政務官に要望書提出

 　去る、10月 13 日に三沢対地射爆撃場周辺対策

に関する要望を実施しました。

　当日は、民主党の芝副幹事長及び松本防衛大臣政

務官に要望書を提出し、意見交換を実施しました。

　要望項目の要旨とその回答は次のとおりでした。

◇三沢対地射爆撃場の特殊性を考慮し、コンター

の見直しをしてほしい。

回答 : 環境省が評価方法の検討を行っている状況で

あるので、環境省の評価を慎重に見極めながら対

応を検討したい。

◇事務所及び店舗等の防音工事の実施。また、一

般住宅の外郭防音工事対象区域拡充を早期に実施

してほしい。

回答 :まず住宅の防音対策を優先的にして、その上

で事務所等の負担を軽減させていくか検討をしたい。

   また、外郭防音工事については、全国的に 85W

の地域の 2割程度しか進捗していない状況である

ため、まずは 85W地域を優先して進めたい。

農林水産常任委員会
● 記録的猛暑による野菜への

　影響を調査

 9 月 7 日に開催した委員会において、記録的な猛

暑により、村内の農産物への影響が懸念されるこ

とから、村に対して関係機関と連携し、実態調査

を行い、農業者への迅速な対応をするよう要望し

たところで、去る 10 月 5 日に被害の実態を把握

するために調査活動を実施しました。

　調査に当たっては、ゆうき青森農業協同組合の

協力を得て、大根生産農家のうち、猛暑の影響が

大きかったところと比較的影響のないところを選

択して調査を行いました。

　調査終了後には、委員会を開催し、村に対して、

被害を受けた農業者には、被害に対する一時的な

所得を補償する施策ではなく、農業者にとって恒

久的に役立つような施策を講じるよう要望したと

ころです。

害虫の影響を
受けた大根

大根の被害状況を
調査する様子

芝副幹事長に要望書を
提出する戸田副村長

要望項目に対し
て回答する
松本政務官



議員からの質問に答える古川村長

質問に答える川井社長
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去
る
、
7
月
29
日
、
海
外

返
還
廃
棄
物
の
受
入
れ
に
関

し
、
県
の
専
門
家
で
組
織
す

る
安
全
性
チ
ェ
ッ
ク
検
討
会

に
お
い
て
、
報
告
書
が
ま
と

ま
っ
た
こ
と
か
ら
、
村
長
の

要
請
を
受
け
、
議
会
議
員
全

員
協
議
会
を
開
催
し
ま
し

た
。

　

当
日
は
、
山
村
修
主
査
及

び
髙
橋
邦
彦
委
員
か
ら
海
外

返
還
廃
棄
物
の
受
入
れ
の
概

要
、
貯
蔵
施
設
の
安
全
性
、

英
国
か
ら
の
廃
棄
物
の
交
換

に
係
る
妥
当
性
な
ど
の
説
明

が
あ
り
、
安
全
性
に
は
問
題

な
い
旨
の
説
明
が
あ
り
ま
し

た
。

　

議
員
か
ら
は
、
英
国
か
ら

の
廃
棄
物
の
交
換
に
つ
い

て
、
そ
の
妥
当
性
を
確
認
す

る
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

  

ま
た
、
去
る
8
月
11
日
に

は
、
村
長
が
村
の
原
子
力
等

エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
懇
話
会
や

原
子
力
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
か
ら

の
意
見
を
踏
ま
え
、
さ
ら
に

は
、
県
に
お
い
て
、
地
層
処

分
相
当
の
低
レ
ベ
ル
放
射

性
廃
棄
物
の
最
終
処
分
は
、

「
確
実
に
青
森
県
外
へ
搬
出

す
る
。」
旨
の
確
約
が
と
れ

た
こ
と
、
地
域
振
興
に
つ
い

て
は
、
国
に
対
し
、
電
源
三

法
交
付
金
の
拡
充
・
見
直
し

に
つ
い
て
要
望
を
行
っ
た
と

こ
ろ
、
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
庁

長
官
か
ら
、「
財
政
的
に
は

厳
し
い
状
況
で
あ
る
が
、
六

ヶ
所
村
の
要
望
の
趣
旨
も
踏

ま
え
、
前
向
き
に
検
討
し
た

い
。」
旨
の
回
答
が
得
ら
れ

た
こ
と
か
ら
、
村
議
会
の
意

見
を
伺
う
た
め
に
議
会
議
員

全
員
協
議
会
を
要
請
し
、
開

催
と
な
っ
た
も
の
で
す
。

　

議
員
か
ら
は
、『
海
外
返

還
廃
棄
物
に
限
定
し
た
地
域

振
興
策
を
要
請
す
べ
き
で
あ

る
。』、『
村
内
の
国
道
の
整

備
を
要
請
す
べ
き
で
あ
る
。』

『
第
一
次
産
業
の
振
興
策
を

も
っ
と
議
論
す
べ
き
で
あ

る
。』、『
海
外
返
還
廃
棄
物

の
受
入
れ
容
認
の
判
断
は
時

期
尚
早
で
あ
る
。』、『
サ
イ

ク
ル
事
業
は
、
村
長
が
強
い

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
し

て
進
め
る
べ
き
で
あ
る
。』、

『
最
終
処
分
の
選
定
に
つ
い

て
、
国
に
強
く
要
望
す
べ
き

で
あ
る
。』、『
核
燃
料
税
を

青
森
県
か
ら
配
分
し
て
も
ら

う
べ
き
で
あ
る
。』
な
ど
の

厳
し
い
意
見
が
出
さ
れ
ま
し

た
。

  

こ
の
海
外
返
還
廃
棄
物
の

受
入
れ
に
つ
い
て
は
、
そ
の

後
、
村
長
が
村
議
会
の
各
会

派
か
ら
意
見
を
聞
く
な
ど
し

て
、
最
終
的
に
は
、
8
月
17

日
に
、
判
断
す
る
環
境
が
整

っ
た
も
の
と
理
解
し
、
庁
議

を
経
て
、
海
外
返
還
廃
棄
物

の
受
け
入
れ
を
容
認
し
、
記

者
会
見
を
行
っ
て
表
明
い
た

し
ま
し
た
。

  

9
月
10
日
、
村
に
対
し
て

日
本
原
燃
株
式
会
社
よ
り
、

再
処
理
施
設
の
竣
工
時
期

を
、
本
年
10
月
か
ら
2
年
間

延
期
す
る
旨
の
報
告
が
さ
れ

た
こ
と
か
ら
、
去
る
、
10
月

12
日
に
同
内
容
に
つ
い
て
議

会
議
員
全
員
協
議
会
を
開
催

し
て
、
出
席
し
た
原
子
力
安

全
・
保
安
院
、
資
源
エ
ネ
ル

ギ
ー
庁
は
じ
め
、
電
気
事
業

連
合
会
、
日
本
原
燃
株
式
会

社
の
方
か
ら
説
明
が
あ
り
ま

し
た
。

　

 

議
員
か
ら
は
、
資
源
エ

ネ
ル
ギ
ー
庁
に
は
、『
最
終

処
分
場
の
選
定
を
急
ぐ
べ
き

で
あ
る
。』、
原
子
力
安
全
・

保
安
院
に
は
、『
安
全
は
重

要
で
あ
る
が
、
事
業
者
に
圧

力
を
か
け
る
よ
う
な
規
制
は

す
べ
き
で
は
な
い
。』、
事
業

者
に
対
し
て
は
、『
ガ
ラ
ス

溶
融
炉
の
温
度
管
理
に
つ
い

て
設
備
改
善
が
必
要
だ
と
い

う
こ
と
は
、
技
術
が
い
ま
だ

確
立
さ
れ
て
い
な
い
の
で
は

な
い
か
。』、『
ガ
ラ
ス
溶
融

炉
だ
け
で
な
く
再
処
理
工
場

全
体
の
点
検
体
制
を
充
実
さ

せ
る
べ
き
で
あ
る
。』
な
ど

の
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た

が
、
大
方
の
議
員
か
ら
事
業

者
に
対
し
て
『
頑
張
っ
て
ほ

し
い
』
旨
の
激
励
の
意
見
が

出
さ
れ
ま
し
た
。

海
外
返
還
廃
棄
物

の
受
入
れ
に
対
し

厳
し
い
意
見

議
員
全
員
協
議
会

再
処
理
工
場

の
竣
工
が

2
年
間
延
期

全員協議会

⑾

【一口メモ】　議会議員全員協議会とは、地方自治法第 100 条第 12 項の規定に基づき、六ヶ所村議会会議規則で定め
ているもので、議長が議会運営上必要があると認めた場合や村長から開催要請があった場合に開催されるものです。
　今回の海外返還廃棄物の件については、議長が必要と認めて開催されたのが 2回、村長からの要請で開催されたも
のが 3回で、合計 5回の議会議員全員協議会が開催されました。
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12月５日 

12月６日 

12月７日 

12月８日 

12月９日 

12月10日 

本会議（午前10時） 

休会 

休日休会 

休日休会 

本会議（午前10時） 

休会 

休会 

本会議（午前10時） 

本会議（午前10時） 

開会、提出議案上程・説明、委員会付託 

 

 

 

一般質問 

常任委員会※1 

特別委員会※2 

議案審議 

議案審議、委員長報告、閉会 

木 

金 

土 

日 

月 

火 

水 

木 

金 

日　程 月　日 曜 区　　　分 会　　　議　　　内　　　容 

９月定例会の傍聴人は48人でした。 
あなたも議会の傍聴をしてみませんか？ 
傍聴は村政を知る良い機会です。 

定例会は、３月、６月、９月、12月の年４回開催されます。 
臨時会は必要に応じて開催されます。 

詳しくは議会事務局72－2111（内線411または412）へお尋ねください。 
 

12月定例会会期日程（案） 

※１ 総務教育常任委員会　10時00分～　農林水産常任委員会　13時30分～　建設常任委員会　15時30分～ 
※２ 原子燃料サイクル施設対策特別委員会　10時00分～　新むつ小川原開発対策特別委員会　13時30分～　 
※日程は、変更されることがあります。 

村民の声 

　橋本勲議員が６月定例会で「県内の大学に

原子力工学科の設置要望を村が行うべきでは

ないのか」と言う意見に大賛成である。 

　以前、県に対し同様の意見を投書したこと

があります。その案は、六ヶ所村に原子力を学

ぶ大学校を設立し、その場所は新むつ小川原

開発（株）が所有するB地区。そして、千歳平地

区の開発促進で建てた大きな家屋を持つ人が

下宿を行うこと。さらには、AとB地区を結ぶ谷

へ『日本一』の変な橋を築き各電力会社が行っ

ている教育がまとめてでき、しかも現物があ

る原子力施設は六ヶ所村だけである。 

　村長にも何回かお話しをしましたが、橋本

勲議員の要望はこれから、世界の六ヶ所にか

がやく未来と人口増加につながるものと望む

ものであります。 

六ヶ所村富ノ沢　　　　　　 

鎌　田　正　邦　　　　 
（青森県景観形成審議会委員） 

 

議会広報のレベルアップに 

村民の皆さんからお寄せいただいたご意見、 
ご要望などを紹介します。どしどしお寄せく 
ださい。お待ちしてます。 

私はこう考える 

研修へ参加の広報委員 

深沢氏の講義の様子 

　村議会広報委員は『議会だより』

の充実を図るため、去る、９月28

日に青森県町村議会議長会が主

催した議会広報研修会に参加し

ました。 

　当日は、全国議長会の広報研

修会講師や広報コンクールの審

査員を務めている深沢徹氏を招き、

議会広報・改革への提言と題し

講演会が行なわれたほか、県内町村議会で発行の広報クリニック

が行われました。 

　講演では、文章表現の仕方や住民に読まれやすい広報誌の作成

の仕方等について具体的に説明があり、議会広報の充実に大変役

立つ研修会でした。 

　クリニックでは、当村の『議会

だより』第13号（前号）を実際に

講師からみてもらい、大変厳し

い指摘を受けたところです。 

　今回の研修会での内容やクリ

ニックの結果を踏まえ、議会広

報の充実を図ってまいります。 

六ヶ所村 
ROKKASHO  VILLAGE 発行日／平成22年11月30日 

第14号 第14号 ろっかしょ 
議会だより 

沖縄県庁に基地対策に係る視察調査を実施（平成22年9月17日） 
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　福祉充実予算どう生かされたか 

　原子燃料サイクル事業等推進に関する意見書を全会一致で可決 

　村の考えを問う6人の議員 

委員会レポート 

議員全員協議会 

議会広報のレベルアップに・村民の声 
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